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上蓑：まず始めに，施設の紹介をお願いしま
す。私もずっと昔，CYRIC では中性子測定の
実験をしたことがありますが，その後加速器が
更新されるなど，大きく変わっていると聞いて
います。
渡部：東北大学サイクロトロン・ラジオアイソ
トープセンター，通称 CYRIC （“サイリック”
と発音します）は，青葉山キャンパスという東
北大学理学部のキャンパスの外れにあります。
1977 年，サイクロトロンの多目的利用，サイ
クロトロン生成短寿命RI の利用，RI 安全取扱
いの全学的な教育や訓練を行うために設立され
ました。名前が示す通り，大型のサイクロトロ
ンを所有しています。設立当時は，K値＝50
の 680AVF サイクロトロン 1台を所有していま
したが，1999 年に K値＝110 の 930AVF サイ
クロトロンに更新されました（写真 1）。医療

用ベビーサイクロトロンHM-12 も導入され，
現在は 2台のサイクロトロン，5つのビームコ
ースが稼働しています。それぞれのビームコー
スで物理実験や材料照射実験を行っており，ま
た PET 用薬剤を合成し，動物用 PET 装置 2台
（写真 2）と臨床用 PET 装置 2台を用いたライ
フサイエンスの研究を行っています。CYRIC
の大きな特徴は，様々な分野の人が集まってで
きた，大変学際的なセンターであるということ
です。CYRIC には加速器研究部（理学），測定
器研究部（理学），核薬学研究部（薬学），サイ
クロトロン核医学研究部（医学），放射線管理
研究部（工学，私が所属しています）の 5つの
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写真 1　930AVFサイクロトロン
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研究部門がありますが，様々な分野の専門家が
おり，多岐にわたる多彩な研究を行っておりま
す。最近のトピックスとしては，CYRIC には
研究棟という PETを用いた臨床研究を行って
いる棟があるのですが，現在改修工事中で，今
年には“量子脳疾患・がん研究センター”とい
う新しいセンターができます。このセンターは
バリアフリー性能を備えた研究環境の大幅改善
が期待されます。
上蓑：昨年はCYRIC で全国研修を担当されま
したが，放射線管理に関して学内外にはどのよ
うな機能を果たしているのでしょうか。
渡部：CYRIC は全学の放射線安全管理と教育
訓練のまとめ役を担当しています。具体的に
は，放射線安全管理に関わる委員会（学内では
“原子科学安全専門委員会”と呼びます。この
委員会は放射線管理だけではなく，核燃料管理
も業務に含みます）の事務局を務め，学内にあ
る 15 の事業所の連絡や法令対応，トラブル対
応，全学放射線取扱データの管理，そして新規
登録者に対して行う放射線安全に関する教育訓
練（講義と実習）などです。教育訓練は年 2回
実施しており，毎年 1,000 人程度受講していま
す。学外の活動に目を向けますと，国立大学ア

イソトープ総合センター長会議（http://ricenters.
umin.jp）の会長校・幹事校をしております。
このセンター長会議は全国の国立大学RI セン
ター間の交流の機会を作り，文部科学省，原子
力規制庁との情報交換の場を提供する会として
毎年開催されています。この会議の幹事校であ
る東北大学，名古屋大学，東京大学，京都大
学，大阪大学の 5大学が持ち回りで毎年秋に開
催しているのが，全国研修（正式には“放射性
同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修”
といいます）です。昨年は，「放射化物の規制
への対応」というテーマで，上蓑先生も講師に
お招きして，CYRIC で開催いたしました（写
真 3）。今年の秋には，このセンター長会議の
関係者が持ち回りで 2011 年から始まった分子
イメージング研修を当センターで開催予定で
す。CYRIC は東北地方の RI 施設のまとめ役と
いう側面もあります。大学，国立研究機関など
によって組織されている大学等放射線施設協議
会の東北地区担当理事を歴代CYRIC の教員が
担当し，私も昨年 8月より東北地区担当理事と
なりました。また，日本アイソトープ協会　放
射線安全取扱部会の東北支部の事務局を今年か
らCYRIC で担当することになっています。
上蓑：渡部さんが放射線管理に関わるようにな

写真 2　動物用 PET装置

写真 3　2013年 10月 3日に行われた全国研修
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ったきっかけを教えてください。
渡部：元々，私は 20 年も前に学生の時CYRIC
にいました。上蓑先生とも，その時に何度か一
緒に実験をさせていただきました。私は原子核
工学出身だったのですが，先ほど述べたよう
に，CYRIC の学際的な研究環境で，医学部の
先生と一緒に行う PET の研究にすっかりはま
ってしまいました。そして，就職先は，大阪に
ある国立循環器病センター（現在は国立循環器
病研究センターに改名）で核医学関係の研究を
行っておりました。2004 年，国立循環器病セ
ンター内にあった（株）生体機能研究所（生体機
能研）の廃止に伴い，生体機能研の建屋をその
まま利用して，新たに先進医工学センターがで
きることになりました。生体機能研究は複数の
製薬メーカーが出資した事業で，サイクロトロ
ンと PET を用いた基礎研究が行われていまし
た。その資産をそのまま引き継ぐ形で先進医工
学センターができたわけですが，主任者になれ
る人間が周りに私しかいなかったため，突然，
当時の上司から私が主任者にということを言わ
れました。学生時代に試験は合格していたので
すが，まだ講習は受けていなかったのであわて
て受けに行き，先進医工学センターの開所直前
に主任者として選任されました。その後，2009
年から大阪大学，そして 2013 年から CYRIC
に異動しましたが，ずっと主任者を続けていま
す。名前は同じ主任者ですが，先ほどCYRIC
の放射線管理業務の内容を述べた通り，今まで
の事業所とはまったく規模が違い，業務内容も
大きく変わりました。そのため，まだまだ戸惑
うことが多々あります。幸い，大変優秀な技術
専門員の方がいらっしゃるので助けられてい
ます。
上蓑：渡部さんの行ってきた研究に関して簡単
に説明してください。
渡部：PET や SPECT に関わる研究を続けてい

ます。放射線検出器の開発，画像再構成，放射
性薬剤の体内の動態を定量する薬物動態解析，
PET を用いた臨床研究など“PET の研究”と
いっても内容は多岐にわたります。私は主に，
PET／SPECT に関わるソフトウェア開発，定量
解析などを研究してきました。大阪大学に移っ
てからは医学系研究科附属 PET 分子イメージ
ングセンターの設立・運営に関わってきまし
た。このセンターは PET による分子イメージ
ング研究を行うためのセンターですが，製薬メ
ーカーと共同で，新規薬剤の治験に PET を利
用し，創薬の迅速化を図るという目的もありま
す。PET 研究は究極の学際的な研究分野とい
えるのではないでしょうか。医学，薬学，理
学，工学など様々な分野の専門家がタッグを組
んで初めて PET が動き始めます。さらに医薬
品開発に結び付けるためには，産学官連携が欠
かせません。医薬品開発において“レギュラト
リーサイエンス”という学際的な研究分野があ
ります。安全性・有効性を評価する科学です
が，放射線管理においても大変有効な手法だと
思います。CYRIC は学際的な雰囲気が非常に
高く，私の PET 研究の経験が放射線管理に役
立てればと考えています。
上蓑：渡部さんの趣味を教えてください。
渡部：趣味と仕事の境界があいまいですが，コ
ンピュータは大好きです。自分でソフトを書い
てそれがうまく動くのを見るのは楽しいです
ね。国立循環器病センターで主任者に任命され
た時，どうやって研究と管理を両立させるかを
考え，できるだけコンピュータに管理をさせよ
うという結論に達しました。当時は放射線管理
の素人でしたので，いろいろな資料を探して，
一からプログラムを書いていきました。これで
だいぶ放射線管理の体系を理解しましたし，趣
味であるプログラミングが思う存分できました
ので，大変な面もありましたが，楽しい経験で
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グルスの活躍，今年は仙台市出身・羽生選手の
ソチオリンピックでの活躍とうれしいニュース
が続いたということもあります。来年には，地
下鉄東西線が開通します。これは CYRIC にと
っては大きなニュースです。地下鉄がもたらす
ノイズが実験データへ悪影響及ぼすという懸念
はあるものの，地下鉄の駅が CYRIC のすぐ近
くにできます。今まで，公共の交通手段がバス
しかなかったため，CYRIC を訪れる皆様に不
便な思いをさせてきたのですが，地下鉄開通後
は仙台駅からのアクセスが大変便利になりま
す。今までCYRIC は大学の辺境にあって人通
りもあまりなく，周辺はどちらかというと暗い
印象があるのですが，地下鉄の駅がそばにでき
ることにより人の流れができ，明るい環境にな
るのではと期待しています。

した。大阪大学医学部では放射線管理室があ
り，放射線管理の実務をしていただける方がお
りましたので，私自身が帳簿を作成するという
ことはなくなったのですが，バーコードリーダ
ーとRaspberryPi という手のひらサイズのボー
ドパソコン（5,000 円ぐらいで手に入ります）
を組み合わせた入退室管理システムを作ったり
していました。今はいろいろ忙しくてプログラ
ミングにあまり時間が取れないのが残念です。
上蓑：渡部さんは久しぶりに仙台市に帰ってき
たわけですが，仙台市の様子はいかがでしょう
か。
渡部：私が学生の時は，寒いというイメージし
かなかったのですが，今住んでみると，大変住
みやすいところです。東日本大震災の影響はま
だまだあるのですが，最近の仙台市は大変活力
が溢れているように感じます。昨年の楽天イー

主任者コーナーの編集は，放射線安全取扱部会広報専門委員会が担当しています。
【広報専門委員】
　上蓑義朋（委員長），池本祐志，小野孝二，川辺　睦，鈴木朗史，桧垣正吾，宮本昌明，吉田浩子

【訂正】  2月号掲載“第 58回　第 1種放射線取扱主任者試験問題と解答例（1）”の
“法令”の解答例注釈の一部

　本誌 2月号，“第 58 回　第 1 種放射線取扱主任者試験問題と解答例（1）”の“法令”の解答例
注釈の一部に誤りがありました。お詫びして次のように訂正いたします。
　97 頁，本文上から 14～16 行目【問 8の解答例注釈】
　［誤］： 更新前は下限数量以下であったので許可も届出も必要なかった（法第 3条，法第 3条

の 2）。更新後は下限数量の 1,000 倍を超えるので許可が必要（令第 3条）。2台使用す
るが，数量は 1台ごとで判断する。

　［正］： 更新前は下限数量の 1,000 倍以下であったので届出使用者であった（法第 3条の 2，令
第 4条）。147Pm の数量が同じなので，台数に関係なく 7.4 GBq 1 個で判断する。更新後
は下限数量の 1,000 倍を超えるので許可申請が必要（法第 3条，令第 3条）。




